
推薦の言葉①

　“ポーカー侍”。この名を初めて目にしたのは、2004年のことだった
と思う。いまでこそ「ポーカーブログ」は玉石混交の状態で相当数あ
るが、当時ほとんど見られなかった中に突然現れた「ポーカー侍のブ
ログ」。ポーカーがゆくゆくは“メシの種になる”と考えていた私は、
そこに日々新たに提言される戦略などを貪り読んだ覚えがある。
　その翌年、2005年のWSOP（ワールドシリーズオブポーカー）メイ
ンイベントで快進撃を見せてくれた“ポーカー侍”。ラストハンドは、
98％の優位な状況でのオールインとなったが、前年のチャンピオンで
あるグレッグ・レイマーに凄まじいバッドビートを食らい、110位で
敗退。だが、当時小さかった日本のポーカーコミュニティは、日々沸
きに沸き（そこまでに都合10日かかっていた）、日本人でも世界に伍
して戦えるんだということを身をもって示していただいた。なお現在
も彼の記録は、日本人のベストリザルトである。
　現在は、トーナメントプレイヤーとしては一線から退かれたが、ポ
ーカーというゲームの日本における普及に力を注ぎ続けている。
　この度刊行された『ポーカー教室』も、彼の“ポーカーの面白さ、
奥の深さ”を多くの日本人に伝えたいという思いが強く伝わってくる。
初心者・初級者向きに書いたとうかがったが、“ゲームそのものに勝
つことを目的としていない”“フォールド（降りる）という判断はと
ても重要”　などの言葉に、いまでこそポーカーにどっぷり浸かって
勝負している私も、改めて刮目させられた次第である。
　やはり、この人の言葉にはいつも新たな発見がある！
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推薦の言葉②

　第１回全日本ポーカー選手権（AJPC）がきっかけでテキサスホー
ルデムを始めた私だが、それ以来年間20回ほどの海外カジノ遠征では、
毎日必ずといっていいほどポーカーテーブルに座るぐらい夢中になっ
てしまった。
　だた、日本ではポーカーの教材が少ないのにはまいった。海外の書
店にポーカー関連の本を探しに何度出かけたことか。ただ、当然のこ
とながら外国語で書かれたものばかり。充分な理解ができるとも思え
ず、買うのは断念していた。
　そんな私にとっては、うってつけの本が出版された。第１回全日本
ポーカー選手権（AJPC）でトーナメントディレクターを務めた渡邉
元さんがポーカーの入門書を出したのだ。
　基本的なルールや用語から始まり、ハンドのランキング、勝利確率、
オッズの計算という確率の分野や、ポジションによる打ち方といった
戦略的なことまで、いままで知りたかったことが１冊の本になってい
るのだ。
　それも、初級者のれむに質問、説明を繰り返し、教えるという形を
とっているので、とても解りやすくなっている。麻雀プロを目指して
いるというれむが、ドローのことを両面待ち、テンパイといった麻雀
用語使ったりするのも、私には実にほほ笑ましく、親しみやすい本に
なっている。
　これからホールデムを始めてみようと思っている人には、ピッタリ
の１冊だと思う。
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